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明時岨私

W

患 A

で
あ
る。
リパ
ル
スベ
イ
（m
ac－
g
∞
ミ）
を
地

元
では
浅
水
湾と
呼
ぶ
け
れ
ど、
MN相官三
認
とい
う

語
妥の
と
お
り 、
波
打
ち
際
で
敵
を
栂中
退
す
る
に
ふ

さ
わ
しい
地
形
で、
数々
の
ド
ラマ
を
歴
史に
刻
ん

だ
場
所
で
も
あ
る。

わが
関の
新
聞に
も
報
じ
ら
れ
た
よ
うに、
こ
の

由
緒あ
る
リパ
ル
スベ
イ・
ホ
テ
ル
は、
す
でに
取

り
壊
さ
れ
て
し
まっ
た
が 、
私
個
人に
とっ
て
も
想

い
出
深い
こ
の
ホ
テ
ル
に
今日
を
限
り
の
宿
を
と
れ

ない
も
の
か
と
国
際
包
括
でマ
ネ
ー

ジャ
ー

に
た
の

一

九
九
七
年
七
月
一

日
を
も
っ
て
香
港
を
回
収
す
る

11
胡
溜
邦

発
言
で
突
如
日
程
に
の
ぼ
っ
た
返
還
問
題
。
だ
が
英
中
は
ま
だ
「
同

床
異
夢」

な
の
で
は
な
い
か
。

現
地
で
考
え
た
香
港
の
行
方

「
借
り
た
時
間
L

を
返
す
と
き

花
盟椙の
巨
緩
か
ら
成る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・
ピ
ー

ク
の
山
腹
を
背に
同時
天
綾が
林
立
す
る
寄
港の
港の

風
卦は 、
関
際
観
光の
代
衣
的
な
ス
ポッ
ト
と
し

て、
い
ま
や
あ
ま
ね
く

知
れ
わ
たっ
てい
る．
その

香
港島の
裏
側の
美しい
静か
な
入
江に
面
し
てコ

ロ
エ
ア
ル
風の
広
壮
な
建
物が
あっ
た。
映
画
『

募

総川』
の
舞
台に
も
なっ
た
りパ
ル
スベ
イ・
ホ
テ
ル

み
こ
み 、
よ
う
や
く
そ
れ
が
災
判明
し
た
の
は 、
取
り

綾

し
寸
前の
昨
年六
月の
こ
と
だっ
た。
本
誌に
「

私

の
答
港
通信」
を
巡
載し
た
七
0

年代初
頭の一
年

半の
寄
港
消
複の
頃は
も
と
よ
り 、

折に
触
れ
て
愛

用し
たこ
の
ホ
テ
ル
の
回
廊
胤のベ
ラ
ン
ダ
で
浅
水

湾の
ぬ
影
を
な
が
め
つ
つ
食
取
を
と
り
な
が
ら 、
古

き
内民き
時
代の
肴
港の
象
徴
で
も
あ
るこ
の
ホ
テ
ル

が
い
よ
い
よ
苓
を
引
くよ
うに、
香
港
も一
つ
の
歴

史
的
時
代
をい
ま
閉じ
よ
う
と
し
てい
る
の
では
な

い
か
と
私は
考え
てい
た。
容
浴の
運
命も
ちょ
う
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ど
あ
と
十
五
年、
一
九
九
七
年の
同
じ
六
月
ま
で
が

期
限
だ
か
ら、
こ
れ
か
ら
は
「
借
り
た
時
間L（切
2・

2
司
包
吾
己申）
も
残
り
少
な
く、
香
港
を
め
ぐ
る

動
き
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
だ
ろ
う、
も
う
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
香
港
は
味
わ
え
な
い
か
も
し
れ
な
い、

と
い
さ
さ
か
感
傷
的
な
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
た。

す
る
と
案
の
定、
昨
夏
の
寸
教
科
曾
問
題L
で
ゆ

国
側
が
強
硬
な
対
日
姿
勢
を
示
し
て
い
た
八
月
上

旬A
ま
ず
北
京の
外
交
半
月
刊
誌
『
世
界
知
識』
（一

九
八
二
年
第
十
五
号〉
が
「
寄
港、
マ
カ
オ
問
題
を

諮
ろ
うL
と
越
し
て
中
国
の
主
権
を
強
調
し
た。
次

い
で
昨
年
九
月の
サ
γ
チャ
l
首
相の
訪
中
以
来、

香
港
を
め
ぐ
る
中
英
問
の
外
交
的
か
け
ひ
き
や
香
港

住
民
の
反
応、
そ
し
て
香
港
ド
ル
相
場の
動
き
な
ど

が
急
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
き
た。
本
年
に
な
る

と、
去
る
七
月
十
六
日
の
『
朝
日
新
聞』
に
は
「
茶、

香
港
を一
括
返
還へ

ll
m別
年
期
限
既
に
中
図へ
伝

達L
と
い
っ
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
が
出
た

り、
次
い
で
八
月
十
六
日
の
『
毎
日
新
聞』
に
は
胡

耀
邦・
中
間
共
産
党
総
設
記
が
山
内
大
介・
毎
日
新

・
聞
社
長
と
の

会克
で
「
香
港、
m引
年
に
完
全
回
復」

と
発
言
し
た
旨
が
大々
的
に
報
じ
ら
れ
る
な
ど、
い

よ
い
よ
香
港の
将
来
が
決
せ
ら
れ
そ
う
な
雰
囲
気
が

醸
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
る。

だ
が、
果
た
し
て、
事
態
は
そ
う
簡
単
に
決
着
す

、， 

る
の
だ
ろ
う
か。
た
し
か
に、
こ
れ
ら
の一
連
の
報

道
に
よ
れ
ば、
中
国
側
は、
い
わ
ゆ
る
「一
九
九
七

年
問
題」
（
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
果、

一

八
四
二
年
の
南

京
条
約
で
イ
ギ
弘
ス
に
割
開眼
さ
れ
た
寄
港
島、

ア
ロ

ー
号
戦
争
に
よ
る
一

八
六
O
年
の
北
京
条
約
で
イ
ギ

リ
ス
に
割
譲
さ
れ
た
九
電
市
街
地
と
い
う
香
港
の
二

つ
の
中
心
部
分
の
後
背
地
で
寄
港
全
域
の

九
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
の
面
積
を
占
め
る
新
界
地
区
が
一

八
九
八

年
の
香
港
地
域
鉱
張
条
約
に
よ
る
九
十
九
年
の
租
借

期
限
を
来
る
一

九
九
七
年
六
月
末
日
で
抑制
了
す
る
こ

とに
よっ
て
生ず
る
香
港
の
将
来
問
題）
に
か
ん
し

て
は、
香
港
を
め
ぐ
る
英
中
〈
消）
間の
条
約
は
す

べ
て
不
平
等
条
約
で
あ
る
か
ら
原
則
と
し
て
こ
れ
を

認
め
ず、
従っ
て、
一
九
九
七
年の
新
界
の
租
借
期

限
満
了
と
と
も
に、
香
港の
すべ
て
の
主
織
を
回
収

し、
香
港
を
香
港
住
民
に
よ
る
統
治
に
ゆ
だ
ね
る

ハ
回
収
主
総・
港
人
治
港）
の
だ
と
い
う。

中
国
側
の
今
日
の
最
高
指
導
者・
郡
小
平
が
「
中

国
は一
九
九
七
年
に
寄
港の
主
権
を
回
収
し
た
後

も、
少
な
く
と
も
五
十
年
間
は
現
在
の
制
度
ハ
資
本

主
義
制
度〉
を
変
え
な
い
で
よ
い」
と
保
証
し
た
と

い
わ
れ
た
り
（『
朝
日
新
聞』
一
九
八
三
年
七
月
二

十
日
て
ま
た、
亡
き
摩
ゑ
・志・
中
国
会
人
代
常
務

委
副
委
員
長
は、
香
港の
地
場
産
業
界
代
表
と
の
会

談
で、
「
場
合
に
よっ
て
は
百
年
で
も
二
百
年
で
も、

制
度
を
変
え
な
い
で
よ
い」
と
語っ
た
と
の
メ
モ
も

’
報
じ
ら
れ
た
（
同
紙
一

九
八
二
年
十
二
月
七
日
〉。

だ
が、
一
九
九
七
年
以
後
の
五
十
年、
さ
ら
に
は

こ
百
年
と
い
う
将
来
を、
今
日
の
中
国
の
指
導
者
が

保
証
し
た
と
し
て
も、
ぞ
れ
は
来
た
し
て
意
味
を
も

つ
で
あ
ろ
う
か。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
対
外
保
証
を

与
え
る
に
は、
こ
れ
ま
で
の
中
閣
は
あ
ま
り
に
も
変

化
が
大
き
す
ぎ
た。
ソ
迷
を
「
覇
権
主
義」
と
規
定

し
て
激
し
い
対
ソ
抗
争
を
唱
え、
日
本
や
ア
メ
リ
カ

を
自
己
の
反
「
新
権」
戦
略
に
誘い
こ
ん
だ
七
0
年

代
の
中
国
の
対
外
姿
勢は
数
年
に
し
て
大
き
く
変

り、
い
ま
や
中
ソ
接
近へ
の
歩
み
の
な
か
で、
北
京

に
あっ
た
対
ソ
戦
用
の
地
下
壊
も
閉
鎖
同
然
と
な

り、
ソ
述
に
よ
る
今
回
の
大
斡
航
空
機
繋墜
事
件に

際
し
て
さ
え
是々
非々
の
立
場
か
ら
国
連
安
保
理
の

投
票
で
は
繁
機
に
図っ
て
つ
い
に
対
ソ
非
難
に
は
加

わ
ら
な
か
っ
た
中
国
で
あ
る。
内
で
は、
つ
い
数
年

前に
英
明
な
指
導
者
だ
と
た
た
え
ら
れ
た
翠
悶
鋒
主

席
は
い
ま
や
ナ
ン
バ
ー－
ワ
ン
か
ら
二
百
番
以
下
の

平
中
央
委
員に
降
格
さ
れ
て、
その
行
方
さ
え
定
か

で
な
い。
つ
ま
り、
一
つ
の
政
治
路
線、
一
つ
の
政

策
路
線
が
数
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
く
る
く
る
と
変

っ
て
き
た
，
実
績’
を
も
っ
中
国
の
今
日
の
指
導
者

が、
五
十
年
後、
二
百
年
後
を
諮っ
て
も、
そ
れ
は

土
台
無
意
味
な
の
で
あ
る。
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寄
港
それ
自
身に
即し
て
見て
みる
と 、
かつ
て

一
九六
七
年の
反
英
暴
動の
とき
も 、
わが
国の
多

くのマ
スコ
ミ
や
親
北
京
的
な
立
場の
人び
とは 、

当
時の
文
革然に
あお
ら
れ
てい
た
こ
と
も
あっ

て 、
あ
と三
十
年を
残
す
香
港の
将
来を
き
わめ
て

短
絡的に
展
望し 、
明日に
で
も
容
港が
中
国に
よ

っ
て
回
収
される
かの
よ
う
な
見
方
に
立っ
て
い

た 。
私は
当
時 、
現
地に
飛
んで
香
港
暴
動を
観
察

し
たの
ちに 、
こ
う
役い
たこ
とが
あ
る 。
寸

文
化
大

革
命に
帰
れる
中
閣は 、
そこ
に
見られるイ
デ
オ

ロ
ギ
ーの

過
飽
和状
態と
『毛

沢
東
思
想』
に
よ
る

農
民主
体的
な
暴
動
常時
命
観に
もか
か
わ
ら
ず 、

好
余曲
折の
の
ちに
やが
て
本格的
な
経
済
建
設 、

工
業化
社
会へ
の
歩み
を
開始
する
で
あ
ろ
う 。
そ

の
時
期の
方が
寄
港の
三
十年よ
り
もは
る
かに
早

〈
到来
する
で
あ
ろ
う
と
思われる
だ
けに 、
その

よ
うな
中
国の
変化を
経て 、
やが
て
香
港
問題は

真に
歴
史的
な
解決に
ゆだ
ね
ら
れて
ゆ
くの
では

な
か
ろ
う
か」
（
捌
稿
「呑

港の
反
英暴
動ヘ
『中

失
公
翁
』
一

九
六
七
年
十
一

月
号 、

知
表
『

逆
説
の

ア
ジ
ア

』 、

北
洋
社 、
一

九
七
七
年
所
収〉 。

この
よ
うに
見て
くる
と 、
容
港の
将
来は 、
中

閣の
指導
者の
保
証に
よっ
て
では
な
く 、
香
港自

身の
もつ
重
要
性に
よっ
てこ
そみ
ずか
らの
運
命

を
決
定し
て
ゆ
くの
だ
とい
えよ
うが 、
い
ずれに

せ
よ 、
符
港の
将来は 、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係全
体

に
とっ
て
も 、
ま
た 、
わが
図の
悶
益
に
照
し
て

も 、
き
わめ
て
重
要な
意味
を
もっ
てい
る 。
今日

の
香
港は 、
その
経
済的
繁
栄に
よっ
て 、
一
人
当

り
G
N
P
では
五 、
三
九
O
沫ドル〈一
九
八一
年〉

と 、
ア
ジ
ア
では
い
ま
やシ
ン
ガ
ポ
ール

を
凌い
で

日
本の
九 、
六
八
四
米ドル
〈
同〉
に
次ぐ
第二
位

の
盤か
さ
を
示
すに
い
たっ
て
お
り 、
中
国
大
陸の

ぞれの
二
十
倍以
上に
も
なっ
てい
る 。
こ
の
よ
う

に
経
済的に
繁栄する
容
港が 、
東
洋
と
西
洋
と

の 、
ま
た
社
会
主義世
界と
資
本主
義
倹
界との
後

点に
位
躍し
なが
ら 、
図際金
融・
国
際
貿易の
セ

ン
タ
ー
と
して 、
また
国
際
情
報
都
市とし
て 、
自
白

世
界の一
認を
抱っ
て
きたこ
との
怠
味は 、
わが

国に
とっ
て
もき
わめ
て
大きい 。
わが
閣の
み
な

ら
ず 、
ア
メ
リ
カに
とっ
て
も 、
と
うてい
無
関心

ではい
ら
れ
ない 。
もし
も
香
港がこ
の
ま
ま
す
ん

な
り
と
中
国の
主
権
下に
入っ
て
現状
を
綾
持する

と
なる
と 、

台湾
問題の
将
来に
も
大き
く

影
響
を

与える
で
あ
ろ
う 。
この
場
合に
は 、
台
湾も
北
京

の
構
想
通り
寸一

つの
中
国」
とし
て
，

特
別
行
政

区’
な
り 、
，

自
治区u
な
りに
なる
可
能
性
さ
え

出て
くる
反
商 、
中
国の
主
権下で
容
港の
繁
栄が

消失
し
て
し
ま
う
場
合に
は 、
アメ
リカ
も
台
湾も

断
問とし
て
台
湾の
現状
を
擁
護しつ
づ
ける
で
あ

ろ
うか
ら 、
米
中
関
係の
緊
張は
構
造的
な
もの
と

なっ
て
さ
らに
高まる
で
あ
ろ
う 。
それ
だ
けにア

メ
リカ
側は 、
当面の
英中
究
沙に
か
んし
て「
英

国か
ら
も
中
国か
ら
も

説
明を
受けてい
ない
こ
と

に
心
安らか
な
らぬ
思い
をし
て
い
るL（マ
イケ

ル・
パ
lタス
寸米
中
関係と
寄
港カ
lド」 、
『イ

y
タナショ
ナル・
へ－フル
ド

・

トリピュ
lン』

一
九八三
年八
月
十日〉
の
だが 、
こ
の
点は
わが

国
も
同
様らし
く 、
香
港をめ
ぐる
英中
戸
渉は 、

まっ
た
く「
薮の
中」
の
よ
うで
あ
る ・

その
ため
で
もあ
ろ
うか 、
最
近は 、
わが
国の

マ
スコ
ミ

代訟が
践を
援し
て
北
京
総で
をし
ては

中
国
要人と
会
見し 、
香
港の
将来に
つい
て
も

様

様な
談話を
引き
出し
て
き
ては 、
各
社絞っ
て
大

大的に
報じ
てい
る ・
だが 、
こ
うし
た
・中
国
要人

の
談話は 、
中
国
園
内では一
切
報じら
れ
ない
こ

と
を
忘れては
な
ら
ない 。
つ
ま
り 、
中
国
側は 、

わが
国のマ
スコ
ミ
を寄
港問題
や
それ
をめ
ぐる

笑中
芦がの
か
け
引きに
利
用し
てい
る
と
も
い

えるの
だ 。
かつ
て
存
港暴
動の
時
期に 、
イ
ギ
リ

ス
のロ
lズ

卿
ハ元
商務
長
官〉
は 、
日
本の
新聞

が
暴
動を
過
大視し
たこ
と 、
ま
た 、
日
本の
商社

が
香
港
商品
見本
市
参加
を
見あ
わせ
たこ
と
を
激

し
く

非難し
て 、
「日

本が
暴
動を
煽
動し
て
い
る

よ
うな
もの
だ」
と
諮っ
たこ
とが
あっ
た 。
こ
の
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点
で
は 、
こ
れか
ら
香
港問
販が
金
徽・
経
済の
面

か
ら
も
き
わめ
て
重
要に
なる
とい
うの
に 、
わが

国を
代表
する
経
済紙で
あ
るは
ずの
『臼

本経
済

新
聞』
が
香
港
支
局を
最
近
閉鎖
し
て
し
まっ
たこ

とは
理
解に
苦し
む 。

い
ま
や六
百
万に
な
ん
な
ん
と
する
人口
を
もっ

容
港の
将
来の
い
か
んは 、
人口
千八
百
万の
台
湾

の
将
来と
と
もに 、
中
国の
み
な
ら
ずア
ジ
ア
の
将

来に
死
活
的
な
重
要
性を
もっ
てい
る 。
それ
なの

に 、
寄
港に
つい
てはセ
ンセ
lシn

ナル
な
思い

込
み
報
道や
問題の
重
要
性に
つい
ての
浅い
認
殺

が
目
立
ち 、
台
湾に
つい
ては 、
まっ
た
くの
黙殺

とい
うの
で
あ
れば 、
わが
図は
ア
ジ
ア
の
責
任あ

る
経
済
大
国
など
とは
と
うてい
い
え
ない
で
あ
ろ

、AJ 。こ
の
よ
う
な
思い
を
秘め
つ
つ 、
私は
こ
の
夏
休

み
の
前
半を利
用し
て 、
台
湾 、
香
港 、
そし
て
只

しんぜん

今
流出し
中の
中
国経
済特
区・
深
制〈広
東省〉

を
向
時
期に
訪れ
よ
うと
試み 、
その
目
的
を
来た

し
て 、
多
くの
新しい
教訓
を
得たの
で
あっ
た 。

「
国
台
合
作
」

下
の
一

中
一

台

七
0
年代
初頭の
米
中
接
近
や日
中
国
交に
よっ

て 、
台
湾
ハ
中
務
民
国〉
が
国
際
社
会か
ら
締め
出

され
て
以
来 、
すでに
十
年
余の
歳
月が
過
ぎた 。－

台
湾に
は
もう
明白
が
ない
かの
よ
う
な
論調が
し

き
りに
おこ
な
わ
れ 、
国
際
的
孤立
化の
極
限状
況

に
追い
込ま
れ
なが
ら 、
こ
の
間の
台
湾は
突に
よ

く経
済的・
社
会的
な
成
長
を
遂げ
て
きた
とい
え

よ
う 。
一
人
当た
りG
N
P
では
すでに
大
陸の
十

四
倍 、
貿易
総
額では
台
湾一
省で
中
国
会土
〈二

十
九省
・
市・
自治
区〉
の
額を
凌
駕
し 、
日
本に

とっ
ては 、
貿
易
相
手
国とし
て
も 、
来日
する
観

光
客の
数か
らし
て
も 、
む
し
ろ
中
悶
本土
よ
り
も

対自
民献
度が
大きい
といっ
て
も
過
言
で
は
な

－v

 

こ
の
よ
う
な
台
湾は 、
今日 、NI
C
S
諸
国
ハ新

興工
業諸
国）
の
重
要なメ
ンバ
ー

なの
だが 、
こ

の
台
湾に
たい
する
わが
閣の
外
交上の
冷
淡な
対

応は 、
依
然
とし
て
変っ
てい
ない 。
こ
の
こ
とは 、

アメ
リカ
が
民
間
関
体とし
ての
在
台米
国協
会
台

北
事
務
所の
機
能と
地
位を
き
わめ
て
震
視し 、
大

使館に
匹
敵
する
予
算
規模で
同
事
務
所
を
述
営し

てい
るの
に
たい
し 、
わが
図の
交
流協
会
（財
団

法
人）
が
き
わめ
て
貧
弱な
状
況に
放
置され
た
ま

ま 、
アメ
リカ
の
台
北
事
務
所とは
比
較すべ
くも

ない
こ
とに
もあ
ら
われ
てい
る 。 ？

マ
スコ
ミ
に
台
湾の
問題が
報じら
れる
頻
度は

き
わめ
て少な
く 、
中
国の
飽紫
陽
首
相に
は
脚
光

そん令ん・ん

が
当っ
て
も 、
台
湾
首
相〈
行政
院長〉
の
孫
逮
捕噌

に
つい
ては 、
その
名
前
さえ
知ら
ない
議口
先
生

も
数多い 。

しかし 、
台
湾の
繁栄と
成長の
ゆえに 、
最近

では 、
パ
ン
ナム
航
空が
再び
台
北に
乗
り
入
れ

たば
か
り
か 、
かつ
て
周恩
来四
条
件を
受け入れ

て
台
湾市
場を
放楽し
たトヨ
タ
も 、
大
陸
市
場へ

の
幻
滅か
ら 、
再び
台
湾に
カム
バ
ッ
ク
し
て
き

た 。こ
の
よ
うな，
宝の
Q’
q
RS
S
る
に
たい

して 、
北
京
政絡は 、
こ
の
とこ
ろ
し
きりに
和
平

統一
工
作を
呼びか
けて
きてい
る 。
一
昨
年九
月

の
築剣
笑に
よ
る
九
項目
提案は
その
時点での
第

三
次
国
共
合作の
呼び
か
けで
あ
るが 、
こ
うし
た

動きは 、
勝経
国
政
権
下で
な
ん
とか
国
共
合作へ

の
足が
か
り
をつ
か
み
たい
とい
う
北
京
指
導
郎の

あ
せ
りで
もあ
る
とい
えよ
う 。
なぜ
な
ら 、
今日

で
さえ 、
台
湾に
生ま
れ
育っ
た
世
代が
人口
構成

の
八
十七パ
ーセン
ト

を
占め
てい
る
台
湾におい

て 、
時が
経てば
経つ
ほ
ど
国
共合作つ
ま
り
中
国

との
統一
へ
の
関心は
簿
くなるば
か
りか 、
中
国

大
陸の
相次ぐ
失
政と
社
会主
義
社
会の
厳しい
現

実が
ま
す
ま
す
中
国との
統一
を
逃ざ
けつ
つ
あ
る

か
らで
あ
る 。

この
よ
うな
状
況の
なかで 、
北
京は
なお
様々

なル
lト

を
通
じ

様々
な
条
件で
台
湾との
統一
念

求め
よ
うとし
てい
るが 、
実
際
的に
現
在では
き

わめ
て
可
能
性の
小さい
「

武
力解
放」
の
道
を
除
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う 予 け。 見ばし
ro台
る 湾
将 と
来の、統
ぽ ー

と 、
つんυ ま

示 り
可 J
警 雲
、， E可

乙 作L 
2は

英中の同床異夢・呑港返還問庖

従っ
て、

台湾
問
題は
い
ま
や
「

図
共
合

作L
に

あ
る

の
で
は
な
く、

一
中一ムロ
ハ一
つ
の
中
問、
一

つ
の
台
湾）
に
こ
そあ
る

の
で
あっ
て、
こ

の
よ
う

な
状況

の
も
と
で、
国
民
党
系
〈
外
名
人〉
と
台
湾

人
（
本
省
人〉
との
，

国ムロ
合

作’
こ
そ、
今
後の

重
要
な
銀
問
だ
とい
え
よ
う。

その
よ
う
なム口
汚に
おい
て、
当
面
す
る
問
題は

何で
あ
ろ
うか。

今日、
広
く
内
外の
関心
を
絞め
て
い
る
問
題

は、
い
う
ま
で
も
な
くポ
ス
ト

勝
経
凶
間
郎 、
つ
ま

り
篤
総

統の
後
継
者
問
題
で
あ
る。

こ
の
点
では一
般に、
勝
彦
士・
霞
民
党
中
央
委

員
会
秘
曾
長、
孫
速
湾・
行
政
院
長 、
議
東
関・
副

総
統、
王
U介・
悶
防
部
述
合

作
戦
訓
練
部
主
任、
結問

綿
図・
悶
防部
巡
勤
総
司
令、
李
抑制・
中
山
大
学

校
長
らの
名
前が
挙げ
ら
れ
てい
る。
も
し
も
「

総

統
が
欠
位し
た
と
きは」
副
総

統が
任
を
継
ぎ、

寸
総

統、
副
総

統が
欠
位し
た
と
きは」
行
政
院
長

が
その
職
権
を
代
行
す
る
とい
う
「

中
撃
民
国
憲
法

第四
十
九
条」

の
規
定に
従
えば 、
ま
ず
拘
束
凶
副

総
統が
手
続
き
上は
必
右
翼
で
あ
る
が 、
本
省
人
と

し
て
台湾
省
政
府
主
席か
ら
副
総

統に
ま

でμ背任
し

た
噌崎
市品
関
で
あっ
て
も、
その
政
治
的
実
力
や
攻
総

統
よ
り

三
つ
齢
上
だ
とい
う
年
齢か
ら
し
て、
彼
を

蒋
経
国
後
継
者の一
人
だ
と
見
倣
す
人は
ほ
と
ん
ど

い
な
い ・
行m
院
川以の
均
合は 、
経
済泊の
お
能
なテ

ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

で
あ
り 、
その
円
満な
人
柄
も
予
伝

っ
て 、
台
湾が
将
家一
一族に
よ
る
家
父
長
体
制
を
脱

し、
官
僚
的リ
ー
ダ
ーシッ
プ

の
時
代へ
と
移
行し

て
ゆ
く
際に
は
必
布
カ
候
補
だ
とい
え
よ
う。
こ
れ

に
たい
し、
国
民
党秘
必
長
と
し
て
党
務
を
水
鐙

し、
レ
ーガ
ン
大

統
領
就任
式〈一
九
八一
年一
月〉

に
も
招か
れ
た
ほ
ど

の
知
米
派ス
テ
l
ツ7
ン
で
あ

る
蒋
彦
土
が
やは
り
紋
適の
後
継
者
だ
とい
う
戸
も

き
わ
め
て
大
きい。
一
方 、
軍
人
と
し
て
は、
こ
れ

ま
で
玉
川狩
将
軍が
衆
自の一
致
す
る
最
宥
力
候
補
で

あっ
た。
後は 、
斡
国の
全
斗
候
型の
リ
ー
ダ
ー

だ

と
し
て
国
民
党のハ
ト

派
や
党
外
人
士
か
らは
嫌わ

れ
て
い
た
が 、
永
年に
わ
た
り
国
防
部
総
政
治

作
戦

部
主
任
とい
う
特
務
公
安
組織の
元
締
め
とし
て
カ

を
た
く
わ
え
て
き
た
存
在
で
あっ
た。
その
王
日介が

去
る
五
月に、
迷
合

作
戦
訓
練
部
主
任へ

，
左
遷’

さ
れ
たこ
と
が
話
題に
な
り、
一
鍛
に
は
王
持の
地

位
低
下
が
さ
さ
や
か
れ
た
け
れ
ど
も、

依
然
と
し
て

彼は
あ
な
ど
り
が
たい
存
在の
よ
う
で
あ
る。
軍
人

と
し
て
は
勝
経
閣の
異
母
弟、

蒋縁
関
将
軍
も
忘
れ

る
わ
けに
は
ゆ
か
ない。
毛
並
み
も
よ
く
そつ

の
な

い
寧の
リ
ー
ダ
ー
と
して
彼は
最
近 、
中
奪
戦
略
学

会な
ど
をパ
ッ
グ
に
相
次い
で
軍事
戦
略
関
係の
著

作
を
発
衣し
て
お
り 、
戦
略
家と
し
て

の
イ
メ
ー

ジ

・
アッ
フ
に
もつ
とめ
てい
る。
軍の
主
併に
たい

し
て
孜の
学
的制
とい
わ
れ
た
割引
中
山
大
宇
校
長は、

民
土
化
運
動に
理
解
を
示し
す
ぎ
た
ため
に、
一
九

七
七
年の
中
制也
事
件
〈
地
方
選
争へ
の
「

干
渉」
に

発
酬明
し
た
反
政
府
暴
動〉

の
貨任
を
問わ
れ
て
，

脱

俗’
し
た
とい
わ
れ
てい
る
が、
後も
依
然
と
し
て

多
くの

支
持
者に
支
え
ら
れ
てい
る。

こ
の

よ
うに
見て
く
る
と、
持
経
間
後拙稿
者
問
題

は、
い
ずれは
発
生
し、
ま
た、
そ
れ
な
りの
解
決

を
見るべ
き
採
庖
と
し
て、
す
で
に
台
湾の
将
来に

織
り

込
ま
れ
てい
る一
件
だ
とい
え
よ
う。
こ

の
問

題
をめ
ぐっ
て 、
今日

の
厳
しい
情
勢
下の
台
湾が

深
刻な
政
治
危
機に
陥る
可
能
性は
少ない
よ
うに

見受
け
ら
れ
た・

と
こ
ろ
が、
今日

の
台
湾
に
とっ
て
もっ
と
重
要

か
つ
深
刻な
探
応は、
い
わ
ゆ
る
可

法
統」
間
短
で

あ
る。寸
法

統」
とは 、
す
な
わ
ち、
法
的
な
正

統
性つ
ま
り 、
憲
法に
基づ
く
政
治の
基
本
原
則
を

指す
と
考え
て
よ
い
で
あ
ろ
うが、
具
体
的に
は、

こ
の
国が
依
然
と
し
て
中
国
会
土
を
代
表
す
る
正

統

政
府
だ
とい
うタ
テマ
エ
に
立
脚
し
て
い
る
た
め

に、
国
民
大
会、
立
法
院 、
監
察
院
とい
う
政
治
機
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関の
代
表は 、
大
陸
失
陥
以
前の一
九
四
七
年
ハ
国

民
大
会
代
表〉
と一
九
四
八
年
ハ
監
察
委
員 、
立
法

祭
民）
の
選
以γで
各
省
市ご
とに
選ば
れ
た
人
士
か

ら
成っ
て
お
り 、
その
後は
欠
貝補
充
と
糟
ぬの
た

め
の
部
分
選
殺の
み
で
あ
る
た
め
に 、
す
で
に
定
員

に
たい
す
る
空
席が
多い
ば
か
り
か、

代出品
人
・まが

い
ず
れ
も
著し
く
高
齢
化し、
大
部
分
が
七
十
歳

ム口 、
次い
で
八
十
歳
台 、
九
十
歳
台
に
な
っ
て
い

て、
あ
と
数
年の
う
ちに 、
い
よ
い
よ
待っ
た
な
し

の
状況
に
陥るこ
と
が
自に
見え
てい
る。
こ
の
間

砲は 、
台
仰の
い
わ
ゆ
る
民
主
化
要
求
と
も
閃
迎
し

て、
き
わ
め
て
京
大
な
政
治・
社
会
問
題
で
あ
る

が 、
同
時に、
こ
の
問
題の
打
開は、
現ムロ
北
政
権

が
中
国
全
土
を
代
袋
す
る
とい
うフ
ィ
タショ
ン
の

是正
を
も
迫
ら
ざ
る
を
符
ない
だ
けに 、
政
権の
レ

ゾ
ン・
デ
l
ト

ル
に
も
か
か
わっ
て
こ
よ
う。
い
わ

ゆ
る
「

台
湾
独
立」
や
「

国
共
合
作」
は 、
当
面の

政
治
課
燈
で
は
ない
とし
て
も、
こ
う
し
た
「

法

統」
問
題は 、
い
ま
や
避
け
て
通
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ

る・
こ
の
問
題に
つ
い
て、
ど
の
よ
う
な
「

知
恵L

が
生
み
出
さ
れ
る
も
の
か、
私
た
ち
も
大い
に
注
目

すべ
き
で
あ
ろ
う。

とこ
ろ
で 、
今日
の
台
湾は 、
一
時
代
以
前とは

違っ
て、
半ば
公
然
と
体
制
批
判が
で
き
る
よ
うに

なっ
た。
街
頭に
は 、
『

民
主
人』、
『

前
進』、『
亙
洲

人』
な
ど 、
い
わ
ゆ
る
「

党
外」
勢
力の
反体
制
的

な
雑
誌が
あ
ふ
れ
て
お
り、
「

党
外」
出
版
物
は 、

ま
さに
，

百
花
斉
放’
の
観が
あ
る。
「

党
外」
勢
力

へ
の
台
湾
民
衆の
支
持
もこ
の
とこ
ろ
増
大し
て
お

り、
一
九
八一
年
十一
月の

統一
地
方
選
挙で
は
約

三
Oパ
ーセ
ン
ト

の

得票率に
達し
た・
だが 、
こ

れ
ら
「

党
外」
勢
力は 、
一
応 、
「

共
同
主
張」
を

ま
とめ
た
とは
い
え、
ま
さに
各
派，
百
家
争
鳴’

で
あっ
て、
私
も
今
回 、
何
人か
の
代表
的
な
「

党

外」
人
士に
会っ
て
み
た
が 、
な
か
に
は 、
わ
が
国

の
全
共
闘
飲
代に
も
似た
甘
さが
見え
る
人
び
と
も

あ
り 、
台
湾の
政
治に
大き
な
泌
留
カ
を
与えつ
つ

あ
る
とし
て
も、
彼
らが
国
民
党に
か
わっ
て、
今

日
の
難
局を
担い
得る
存
在
だ
とは
と
う
てい
思
え

な
かっ
た。
もっ
と
も、
こ
れ
ら
「

党
外」
人
士
も

，
反
共
親
米’
とい
う
点
で
は
ほ
ぼ一
致
し
てい
る・

北
京の
指
導
者が
台
湾の
「

党
外」
勢
力の
伸
長
を

必
ずし
も
歓
迎
し
てい
ない
の
は 、
こ
れ
ら寸
党
外」

努
カが
本
省
人
中
心
で
あ
る
ため
に、
「

台
湾
共
和

国」
的
な
方
向
性
を
秘
め
てい
る
か
ら
だ
け
で
は
な

さ
そ
うで
あ
る。

こ
うし
た
な
か
で
む
し
ろ
内
外の
新し
い
注
目
を

集め
てい
る
の
は 、
国
民
党
内
部の
若
手・
中
竪の

改
革
派
勢
力で
あ
る。
その
多
くが
ア
メ
リ
カ
留
学

を
体
験し
てい
る
優
努な
イ
ン
テ
リ
か
ら
な
る
と
の

勢
力に
は 、
陳
誠
将
牢の
息
子、
陳
履
安・
凶
民
党

副
秘
書
長をは
じ
め 、
翻
錆・
行
政院
研
究
発展
考

核
委
只
会
主
任
委
員、
関
中・
悶
民
党
台
北
市
主
任

餐
員 、
宋
楚
漁・

行政院
新
聞
局
長 、
銭
復・
北
米

事
務
協
調
委
民
会
代表
ら 、
い
ず
れ
も
第一
級の
人

材が
揃っ
てい
て、
明日
の
台
湾は
こ
れ
らの
入
び

とに
よっ
て
狙
わ
れ
て
ゆ
〈の
で
は
な
か
ろ
うか・

こ
うし
た
な
か
で、
国
民
党との
協
カ
関
係に
立

つ
本省人 、
国
民
党
内
部の
台湾
人
指
滋者とし
て

は、
林
金
生・
国
民
党考
核
紀
州仲餐
口会主
任
魚官民

（
前
内
政
郎
器 、
林洋
港・
内
政
郎
長 、

差益・

台
湾
符
主
席 、
郎
創
燥・
行
政
院
剛院
長らの
存
在

が
目
立っ
てい
る
が 、
こ
れ
らの
世
代を
継ぐ
国
民

党
系
台
湾
人の
若
手・
中
堅
層に
とっ
ての一
つ
の

理
想
像が
シ
ン
ガ
ポ
ール

の
リ
l・
ク
ア
ンユ
1

首

相涜の
超
保
守主
義に
あ
る
こ
とも
注
目
すべ
き
で

あ
ろ
う・
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こ
うし
て
台湾は、
い
ま、
き
わ
め
て
臨
婆な
転

換
期に
さし
か
かっ
てい
る。
彼
らに
とっ
て
は、

自
国の
存
立
と
その
将
来が
危
要
課
題
で
あ
る
の

で、

本来、
き
わめ
て
関
述の
深い
香
港の
将
来に

つ
い
ては 、
当
面 、
座
視
す
る
以
外に
ない
といっ

た
犠
子
で
あ
る
の
は
怠外で
あっ
た・

そ
れは 、
アジ
ア
の
吹
き
だ
ま
りの
よ
う
な
容
浴

の
問題
な
どに
手
をよ
ご
し
た
くない
とい
うプ
ラ



イド
の
よ
うに
思わ
れ
る
反
面 、
香
港
問題
までは

とて
も
手が
回
ら
ない
とい
う
本
音に
由
来
する
よ

うで
もあっ
た 。
では 、
その
答
港は 、
ど
う
なる

の
で
あ
ろ
うか 。

サ
ッ
チ
ャ
l
と
郵
小
平
の
角
逐

笑中の同床異夢・香港返還問題

すでに
見た
よ
うに 、
い
ずれに
せ
よ
呑
港は 、

前
世
紀中
策の
アヘ
ン
戦
争
以
来 、
イ
ギ
リス
が
中

国〈
消）
か
ら
次々
に
奪
取し
た
植
民
地で
あ
る
か

ら 、
道
義的に
は 、
中
国の
領
土で
あ
るこ
とは
い

う
まで
も
ない 。
に
もか
か
わ
ら
ず
中
国
側が一
九

六
0
年
代
前
半の
中ソ
論
争
時の
フ
ルシ
チヨ
フ－

ソ
連
首
相らに
よ
る
皮
肉たっ
ぷ
りの
批
判ゃ 、
六

0
年
代
後
半の
香
港
暴
動
時の
香
港
回
収の
チャ
ン

ス
に
もか
か
わ
ら
ず
香
港の
存
在
を
許容し
て
き
た

の
は 、
中
国に
とっ
て
も
香
港の
現
状維
持が
利
益

で
あっ
たか
らに
ほ
か
な
ら
ない 。
こ
の
点は 、
今

日
に
おい
て
も
変るこ
と
な
く 、
寄
港か
ら
得ら
れ

る
中
国の
外
貨収
入
約八
O億
米ド
ル
は 、
中
国の

年
間
外
貨
収
入
総
額の
四
Oパ
ーセ
ン
トに
も
相
当

するの
だか
ら 、
上
海あ
た
りが
将
来 、
香
港な
み

の
自由
港・
加工
貿易
都
市に
で
もな
ら
ない
か
ぎ

り 、
香
港の
存
在は
中
国に
とっ
て
か
けが
えの
な

い
もの
なの
で
あ
る 。
リてれば
か
り
か 、
今日の
中

国に
とっ
て
香
港は 、
西
側
諸
国へ
の
窓
口
と
し

て 、
東
南ア
ジ
ア
華
僑
社
会へ
の
出入口
とし
て 、

台
湾へ
の
統一
工
作の
基
地とし
て 、
さ
らに
は 、

「四つ
の
現
代
化」
の
ために
も
必
要な
高
度
情
報

社
会の
身
近か
な
手
本とし
て 、
き
わめ
て
重
要な

意
味
を
もっ
てい
る 。

一
方 、
イギ
リス
の
側に
は 、
い
かに
大
英
帝
国

の
植
民
地
主義とはい
え 、
中
国
大
陸が
消末か
ら

近
年の
毛
沢
東
時代に
い
た
る
まで 、
激
動に
摺れ

続
けた一
世
紀
半 、
イ
ギ
リス
の
手で
香
港を
首
尾

よ
く
経
営し
て
き
たか
らこ
そ 、
中
閣に
とっ
て
も

寄
港は
益する
とこ
ろ
大き
か乃
たの
だ
とい
う
自

負が
あ
る 。
し
か
も 、
今日の
六
百
万
香
港
人の
大

部
分が
な
ん
らかの
意
味で
大
陸の
動
乱や
失
政の

犠
牲
者つ
ま
り
「

難
民」
で
あ
り 、
あ
るい
は
革
命

中
国の
「

脱
落
者」
で
あっ
て
み
れば 、
それ
らの

，
中
国
人
同
胞’
を
養っ
て
き
たイ
ギ
リ
ス
こ
そ
感

謝され
て
し
か
るべ
き
だ
とい
う心
情
も
見え
か
く

れ
し
てい
る ・

その
う
え 、
い
かに
不
平
等
条
約とは
い
え 、
国

際法
上は
香
港
島と九
電
半
ぬの
突端
部は
れっ
き

とし
たイ
ギ
リス
領
〈
英
女王
直
将領）
で
あ
り 、

新
界は
穏
倍し
た
といっ
て
も 、
清
朝との
あい
だ

の
九
十九
年とい
う
期
限は 、
そも
そも
中
国
語で

は
寸

九
九
ハチョ
ウ
チョ
ウ〉」
が
「久

久
（チョ

ウ
チョ
ウ）」
に
等し
く 、
当
時と
し
て
は
，

永
久

租
借’
を
意
味し
たの
で
あっ
て 、
何
も九
十九
年

後に
返還するこ
と
など
合
意されてい
なかっ
た

とい
う
解
釈さ
え
で
き
るの
だ ・

こ
うし
た
認
織の
う
えに
イギ
リス

側は
立っ
て

い
た
とい
え
よ
うが 、
過
般の
フ才
1グ
ランド
紛

争で
も
当
然 、
香
港の
こ
と
を
念
頭に
入れて
強
気

一
点ぱ
り
だっ
た
イギ
リス
とし
ては 、
か
な
り
強

気な
姿
勢で
北
京に
臨も
うとし 、
昨
年九
月に
訪

中し
た
サッ
チャ
l

首
相は 、
香
港の一
括
返
還に

は
応じ
よ
うと
せ
ず 、
香
港
島と九
宅
市
街
地は
あ

くまで
もイ
ギ
リス
領で
あ
るこ
と
を
主
張し
た
と

い
われてい
る 。
そと
で
中
国
側は
著
し
く
硬
化

し 、
郡小
平は 、
寸
もし
もイギ
リス
が一
九八
四
年

末までに
香
港の
主
権
問題で
合
意し
な
ければ 、

中
国
政
府は
独
自の
決
定を
おこ
ない 、
香
港
問題

の
独
自の
閥解
決
を
宣
言する」
と
応じたの
で
あっ

た
（一
九
八三
年五
月二
十四日に
胡
飽邦・
中
国

共
産
党
総
書
記
と
会
見
し
て
容
港
問
題
を
翁
じ
た
パ

リ
ス
－

H
・

チ
ャ
ン

教
授
〈
米
ペ
ン
シ
ル
ヅ
ェ
Z
ア

州
立
大
学
V

の
弘
宛
て
銭
信
よ
り
）
。

こ
うし
て
見る
と 、
ア方
ーグ
ランド
紛
争で
自

信をつ
けたサッ
テャ
1

首
相が
余
勢を
買っ
て
無

準備の
ま
ま
訪
中し
たこ
とが
イ
ギ
リス

側の
緒戦

の
つ
ま
ずき
と
なっ
たの
か 、
それ
と
も
今
後へ
の
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重
姿な
布石に
なっ
てい
るの
かは 、
い
ま
だ
断
定

し
が
たい
け
れど 、
過
般の
英総
選
挙での
圧
勝
直

後の
本
年
七
月か
ら八
月 、
九
月
と
断続
的に
事
務

レベ
ル
の
英中
芦沙が
北
京で
聞か
れてい
るこ
と

か
ら
す
れば 、
こ
こ
当
分は 、
虚々
実々
の
外交
交

渉が
展
開さ
れ
るの
では
な
か
ろ
うか 。
だ
と
す
れ

ば 、
中
国
側は
大い
に
既
成事
実をつ
くり 、
肴
港

問
題の
「

結掛川」
を
鼓
吹
す
る
必
要が
あ
るの
だか

ら 、
日
本のマ
スコ
ミの

相
次
ぐ
北
京総で
や
貌
北

京
的
な
立
場の
香
港特
派以の
報
道を
大い
に
利
用

し
て 、
自
己に
有利
な
状
況
をつ
くり
出
そう
とし

てい
るの
か
もし
れ
ない ．
い
ずれに
せ
よ 、
今
回

の
砕
泌に
関す
る
英中
戸沙をめ
ぐっ
て 、
「

決
定」

や
「

怠
向」
が
伝え
ら
れ
るの
は
中
間
側の
もの
の

みで
あ
り 、
イ
ギ
リス

側か
らの
もの
は
皆
無
で
あ

り 、
英中
究渉
再
開の
きっ
か
け
と
なっ
た
とい
わ

れ
る
サッ
チャ
l

首
相の
紛然
防
首
相
宛の
去る
五

月の
訪
問
も 、
容
港の
主
権に
つい
ての
中
国
側の

立
場を
尊
重し
たい
とい
う

意向
表
明
程
度で
し
か

ない
との
見
方
も
依
然
とし
て
有
カなの
で
あ
る ・

こ
う
し
て
具て
くる
と 、
一
九
九
七
年に
会寄
港

を一
括
回
収
す
る
とい
う

胡
紹
邦
発言
〈八
月
十五

日〉
さ
え 、
日
本のマ
スコ
ミ
を
通じての
中
国
側

のア
ドバ

ル
ーン

で
あ
るの
か
もし
れ
ず 、
ま
し
て

や
この
七
月段
階で
『

朝日
新聞』
寄
港特
派
員が

盛
んに
伝え
た
拘
カ字・
米シ
ートン
ホ
lル

大
学

教授の
六
月二
十六日
の
野
小
平
会
見の
内
容
など

は 、
拘
教授が
「

極め
て
信頼すべ
き
筋」
ハ『紛日

新
聞』
七
月二
十日〉
どこ
ろ
か 、
，

叙
北
京’の
使

い
走
り
で
あ
るこ
と
を
知る
者に
は 、
品伏し
て
納
得

で
き
ない
もの
で
あ
る ・

こ
の
瓦の
中
笑
声沙に
か
ん
し
ては 、
依
然
とし

て
芦沙が
難
航中だ
との
消息も
最
近に
なっ
て
伝

え
ら
れてい
る 。
た
しかに 、七
月の
中
英
芦沙
第二

ラ
ウン
ド

第一
回
会
談
後のコ
ミュ
ユ
ケに
は
「

布

益かつ
建
設
的」
とい
う
表
現が
あっ
たの
に 、
第

二
回
会
絞では「
桁
益」
だ
けに
な
り 、
第三
回
会
絞

後はい
ずれの
表
現
も
用い
ら
れ
な
く
なっ
た
取克

三
九八三
年八
月
三
十日
谷
港
発
共
同
電〉
も
注

目に
値し
よ
う 。
こ
う
なっ
て
くる
と 、
香
港の
主

権
問
題に
つい
ては
すでに
イ
ギ
リス

側が
全面
的

に
譲
歩し
た
との
こ
れ
までの
報
道は 、
大き
な
叙

報か
も
し
れ
ず 、
実
際に
は
主権
論
争の
前
哨
収が

始
まっ
たば
か
り
で
あ
るの
か
もし
れ
ない ・
こ
の

あ
た
りは 、
中
国
側に
明
確な
意志
決
定の
様
子が

見え
ないこ
とに
よっ
て
もうかが
え
よ
う 。
現に

サッ
チャ
1

3簡
を
受け
取っ
た
直
後と
思
われ
る

去る六
月
初旬の
全
国
人
民
代
表
大
会で
政
府活
動

報
告
をおこ
なっ
た
越紫
陽
首
相は 、
た
んに
「中

国は
適
当な
時
期に
符
港の
主
権を
回
復し 、
ま
た

容港の
繁栄を
維
持す
る
ために
適
当な
措
置を
と

るL
と
語っ
たの
みで
あっ
た 。
北京は
去る六
月

末 、
中
間
側の
芥
港判明
地
殻
尚武
任
者で
あ
る
新
惣

社通
信特
港支
社
長に
党中
央
委以で
前江
蘇
約党

委
第一
山口紀の
符
家屯
とい
う切
れ
者を
送りこ
ん

だ
り 、
最
近 、
劉
少脊の
義
弟・
玉
光
突を
社長
と

す
る

災来会社・
光
大
実
業公
司
を
符
滋に
設立し

た
り
してい
るが 、
こ
れ
らは
中
間
側の
災級づ
く

り
だ
と
も
忠われ
る ・

一
方 、
イ
ギ
リス

側
も 、
返
滋す
るは
ずの
新
聞介

地
区に
つい
最近もB
B
C
放
送の
極
東向け
短
波

放
送中
継い川を
計画
し
た
り 、
広
東
行と寄
港との

也
活回
線
をは
じめ

通
俗・
輸送
網の
強
化に
然り

出し
てい
る
とこ
ろ
を
見る
と 、
やは
り
英中双
方

は 、
依
然
とし
て
J問床
異
F』の
なかに
あっ
て、

一
般的に
は
押さ
れ
気味の
は
ずの
イギ
リス
もま

だ
まだ
後に
は
引い
てい
ない
よ
うな
気もす
る 。

か
色ra’

こ
うし
た
英中
戸沙の
行
方
を
図吸
をの
んで
見

守っ
てい
るの
が
六
百万の
香
港
人で
あ
るこ
とは

い
う
まで
もない 。
彼らは
こ
れ
まで 、
笑中の
谷

間に
あっ
て 、
ま
た 、
北
京と
台
北とい
う
コ一
つ

の
中
悶L
の
は
ざ
まに
あっ
て 、
「

第三の
中
国」
と

し
ての
立
場を
実
際に
は
享
受し 、
未
来を
考え
る

こ
とをし
ない
とい
う
情
性の
なかに
目
を
送っ
て

き
たの
だが 、
い
ま
や
その
よ
うな
場所での
安
住
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予定中の向床J亀�·.：；幸i�返還問問

は
許さ
れ
ず 、
明日へ
の
不
安をか
くせ
ない
よ
う

に
なっ
て
き
た 。
こ
うし
た
不
安は 、
い
かに
北
京

が
将
米の
待
泌を「
港人治
港」〈
寄
港
人に
よ
る
寄

港の
統治〉
だ
と
言っ
て
も
解
消され
る
もの
では

ない 。
そ
も
そ
も
多
くの
香
港人は 、
世
論調
査
結
燥

に
も
明白に
あ
ら
わ
れ
てい
る
よ
うに 、
昨
年六
月

ま
では 、
七
Oパ
ーセ
ン
ト

以
上の
人び
とが
香
港

の
現状
維
持を
強
く
望
んでい
たの
で
あ
る 。
し
か

し 、
サッ
チャ
l

訪
中 、
英中
芦
渉の
開始
とい
う

状
況に
直面
する
や
現状
維
持
希望は
五
Oパ
ーセ

ント
以
下に
な
り 、
やむ
を
得
ず 、
中
国の
主
総
下

での
「

潜
入
治
港」
を
望む
卓也が
当
初の
五パ
ーセ

ント
か
ら二
四パ
ーセ
ントへ
と
増
大し
て
き
た ・

リでし
て 、
当
初は
現状
維
持が
可
能だ
と
考え
てい

た
大
半の
寄
港人が 、
い
までは
中
国の
主
総
下で

の
「

治人治
港」
を
将
米の
第一
の
可
能
性
とし
て

考え
て
い
る
（以
上の
伏
泊
刑制
定
結
朱は 、
「谷

港

前
途伏
広吋川
庫品
分
針L 、
『七

十
年
代』〈祈
浴〉
一

九八三
年七
月号
多照） 。

だが 、
こ
うし
た
「

港人治
港L
に
は 、
き
わめ

て
大き
な
不
安が
つ
き
ま
とっ
てい
る 。
い
う
まで

もな
く 、
中
間の
主
総
下で
今日
の
よ
う
な
自由
と

繁
栄が
保
証
され
る
だ
ろ
うか
とい
う
不
安
で
あ

る 。
中
闘は
最
近 、
主
梅田
復
後に
は
吾作
港へ
人
民

解
放
軍を
派
逃
するこ
と
もあ
り

得る
と
野
小
平が

一治っ
た
旨を
伝
え
た
よ
うで
あ
る
が
ハ『争鳴』
一

九八三
年
十
月号
てこ
うし
た
材料
も
不
安を
大き

くか
き
た
ててい
る 。
昨
年
末に
伝
え
ら
れ
た・￥承

・芯メモ
に
よ
る
と
「人 、

物 、
金の
出
入
り
は
自

由 。
：：：

麻繋は
別だが 、
帥m
m内 、
キャバ
レ
ー 、

ナ
イト
ク
ラブ 、
その
他ギャ
ン
ブル
など
も香
港

の
人た
ちで
決め
れば
よい」
との
こ
とで
あ
るが

ハ『朝日
新
聞』
一
九八二
年
十二
月
七
日
Y
その

よ
う
な
矢
先に 、
去る三
月 、
中
国の
民
主
化
運
動

を
支
持し
た
呑
港の
行
年が
広
州
市を
訪れ
た
際に

述
捕され 、
対米
悶
十
年
とい
う
量
刑を一
方的に
言

い
渡
され
た
り 、
去る五
月に
は 、
中
国
系
夕
刊紙

『
新晩
報』
の
緩
承
勲・
編
集
長が
ア
メ
リカの
ス

パ
イ
とし
て
北
京
出
張
中に
逮
捕
され 、
懲
役十
年

の
刑に
処せ
ら
れ
たこ
と
な
どは 、
将
来の
中
国
主

権
下の
符
港へ
の
危
似をよ
り一

円相深
く
させ
たの

で
あっ
た ＠
つ
ま
り 、
中
間
側が
新
沼
法
第三
十一

条に
「

特
別
行政
区」
架
を
もり

込み 、
将
釆の
寄

港の
特
別な
行政
的
位
前を
示
唆し
たに
もかか
わ

ら
ず 、
釆H
港の
人び
との
不
安は
まっ
た
く
解
消し

てい
ない 。
共
尾
党の一
党独
裁は
絶
対や
ら
ない

と
話っ
た
中
間
革
命の
過
程での
毛
沢
東の
言
葉 、

建
国
直
後の
よ様 、
天
沖な
どに
お
ける
資本
家へ

の
中
間
共
産
党の
態
度 、
「

百
家争
時」
時の
「

言
者

無
罪」
か
ら
「

反
・宿
派
闘争L
へ
の
逆
転 、
そし
て

文化
大
革
命
矧の
状況 、
等々
と
存
港の
人び
とは

中
関
共
産
党の
歴
史的な
背
反の
数々
を
自
努し
て

き
てい
る
だ
けに 、
北
京へ
の
怖れ
をぬ
ぐ
え
ない

の
で
あ
ろ
う ・
だ
が 、
ひょっ
と
する
とイ ・キ
リス

ももう
呑
浴の
統治
をあ
き
らめ
て
「

名
符あ
る
撤

退L
を
考えてい
るの
では
ない
か 、
とい
う
不
安

も
存
在する 。
そうし
た
不
安が
あ
れば
こ
そ 、
き

わめ
て
非
現
実的
な
述
邦
制
采
ハ強
益
「迷

邦
制

lll中
間
和
平統一
の
近
か
｜｜」 、
『明

報』〈答

港V
一
九八三
年九
月号〉
などが
提
起
されるの

か
もし
れ
ない
が 、
こ
れは
やは
り
容
港の
人び
と

の
深
刻な
迷い
の
反
映なの
で
あ
ろ
う ・

し
かし 、
結
局は
中
国
もイギ
リス
も 、
その
主

権の
帰
属い
か
んに
かか
わ
ら
ず 、
香
港の
将
来の

繁栄
を
誌に
必
婆とし
てい
るの
だ
とし
た
ら 、
容

沿の
社
会的・
経
済的お
よ
び
政治
的
符分
野の
急

激かつ
抜本
的な
変
史は
不
可
能なは
ずで
あ
る ・

誰に
とっ
て
も
符
浴の
現
状維
持が
必
要だ
とい
う

客
観的
要
請を
考える
な
ら 、
符
治の
人び
とは 、

もっ
と
自
信を
もっ
て，
港人’
とし
ての
自
己主

張を
すべ
き
では
なかろ
うか 。．

193 

深
捌
は
繁
栄
の
典
型
か
？

」
のこ
とは 、
中
国の
持
母
者が
香
港の
繁栄の



う い 現． な 状い と
と そ
恩の
わ 本
れ 質る 的
だ な
け 性に 格、 を

な 十お 分
必 に
要 つ
で か
あ ん
ろ で

と
う
し
た
中
関の
指
導
者の
認
識を
総

的
に
示し

たの
は、
去
る
八
月
十
五日

の
岨閉
経
邦・
総
岱
紀の

発
言
で
あっ
た・
胡
耀
邦は、
山
内
大
介・
毎日
新

聞
社
長
との
先の
会
見の

なか
で、
容
港
を一
九
九

七
年
七
月一
日
を
もっ
て
回
収
す
る
と
発
官し
た
際

に、
「

香
港の
繁
栄
維
持に
は
系

統
だっ
た
政
策が

あ
る。
香
港の
住
民
も
香
港に
住む
外
国
人
も
安
心

し
て
よ

い」可
わ
れ
わ
れ
は
深
測に
経
済特
別
区
を

つ
くっ
て
繁
栄の
典
型
をつ
く
り
だし
た。
典
型
を

つ
く
り
だ
せば
香
港の
繁
栄
維
持も
実

現
で
き
る」

と
籍っ
た
と

い
う・

こ
の
胡
熔
邦
発
言は、
こ
れ
ま
で
ソ
述 、
東
欧 、

カ
ン
ボ
ジ
ア 、
北
朝
鮮
と

いっ
た
社
会
主
義
国
しか

訪
問し
たこ
との

な
い
共
産
主
義
背
年
回
出－Mの
典

型的
な

，
赤い
貨
悠’
と
し
ての

い
か
に
も

制淑邦

ら
し

い
認
殺
を
示し
て

い
る
と
は

い
え、
今日

の
中

国の
指
導
者が
深

別、
珠
海 、
仙川
頭
ハ以
上 、
広
東

省） 、
日以
門ハ川畑
建
省〉
と

いっ
た
経
済
特
区
を
成
功

と
見倣
し
て
その
将
来に
大き

な
期
待
をか
けて

い

る
ら
し

い
こ
と
で
は
大
同
小
異で
あ
る。

私は、
最
近の
中
国の
経
済
建
設の

，
成
功8
を

その
よ
うに
楽
観

的
に
信
ずる
者で
は

な
い

が、
今

回 、
台
北・
容
浴・
深

別
を
同
時
期に
訪
れ
よ
う
と

試
み
たの
に
は、
私

な
りの

理
由が
あっ
た。

そ
れは
中
国の
将
来
像に
か
ん
す
る
私

な
りの

見

方に
絹
闘
し

て
い

た
と

い
え
よ
う・
寸

四つ
の
現

代

化L
を
目
指す
中
国に
とっ
て、
一
つ

の
選
択
肢

は、
共
苧
銘
支
配
下の
中
国が
日

本、
ア
メ
リ
カ

な

ど
西
側
諸
国
との
経
済
協
力
と

いっ
て
も、
そこ
に

は
大き

な
限
界が
あ
る
か
ら、
結
局は、
中ソ
媛
近

Lゅうれん

と
も
か
ら
ん
で、「ソ
巡モ
デ
ル」
へ
収
飲し
て
ゆ

くこ
と
で
は

な
い

か
と
私は
今日
で
も
展
望し
て

い

る。し
か
し 、
も
う一
つ

の
選
択
肢
が

な
い
わ
け
で
は

な
い。
そ
れ
は、
第一

の
選
択
肢
と
は
根

本的に
異

な

り、
社
会
主
義の
原
則に
も
大
き
く
抵
触
す
る
か
も

し
れ

な
い

が、
深
刺
をは
じめ
と
す
る
経
済
特
区、

つ
ま
り
西
側
との
合
弁
企
栄や
共
同
経
営 、
共
同
開

発
な

ど
を
伴
う
船
出
加工
区の
成
功に
よ
る
経
済

的

活
力が
テコ
に

なっ
て、
中
間
大
陸の
沿
岸
諸
省が

テ
イ
グ・
オ
フ
し 、

隣
後の
容
港の
繁
栄、
さ
らに

は
台
湾の
経
済

的
発
展
と
直
後・
間
接に
リ
ン
ク
し

つ
つ、
加中
係
資

本の
大
阪
掛川
入
も
伴っ
て、
大
陸
沿

伴の
「一

例ま
た
は
数
省に
お
ける

現
代
化の
首
先

的
勝
利」
と

い
う
新
し

い
波が
中
国
全
体に
北
上
し

て
ゆ
く
可
能
性
だ
と
考
え
て

い
た。

だが
残
念

なこ
とに、
中
悶
最
大の
経
済
特
区
と

つ恕し
た は て． 、 P

そ R
う さ
し れ
た て
器包
を 深
大 別
き を
く 現

装 地切 に
る 見も たの 私で の
あ 感

ぞれ
は
ちょ
うど 、
一
九
八
O
年に

よ燦近
郊の

宝
山
製
鉄
所の

現
場を
訪
れ、
日

本の
政
財
官
界

あ
げ
ての
鳴
り

物
入
りの
宝
山
製
鉄
所
建
設プ
lム

に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
れ
で
成
功
す
るの
だ
ろ
うか

と
疑っ
た
状況
に
相
等し

い
（
宝
山
製
鉄
所で
は
今

日
に
い
た
る
も 、
一

塊
の
鉄
も
生
産
さ
れ
て
い
な

い〉 。今日
の
深
測は、
私が
か
つ
て
文
化
大
革
命の
渦

中
に
香
港か
ら
印
象

的
な
国
境
越
え
を
来
た
し
て
単

身
そこ
を
紡
れ
た
頃
と
は
まっ
た
く
様
相
を
異に
し

て
い

る・
あ
ら
ゆ
る
壁
面に
革
命

的スロ
ーガ
ン
が

密か
れ
て

い
た
「一

片
紅」・の
状況
と
は
異

なっ

て、
深
測の
客
家の
あ
る
人
民公
社

な
ど
は、
あ
た

り
が
大
変き
た

な
い

こ
と
を
除
けば、
まっ
た
くの

ど
か

な
悶
凶
胤
対
その
もの
だっ
た・
容
港か
ら
深

別へ
の
入
境は
か

な
り
自
由に

なっ
て
お
り、

難
民

防
止の
ため

の
国
境の
厳
重

な
鉄
条
網が
空々
し
い

ほ
ど
で
あ
る。
こ

の
八
月に
伝
え
ら
れ
た
とこ
ろ
に

よ
る
と、
深

別・
4什
浴
聞の
同
協引
を
稼備
し
て

い
た

人
民
解
放
軍は、

本
年
末に
完
成
予
定
と

い
う
深刷

と
他の
中
国
地
区
との
第二
境
界
線ま
で
撤
退し、

公
安
警
察の
み
が
そこ
に
残
る
よ
うに

な
る
と

い
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司E

、フ。
英中の同床異夢・4害浴返還問題

深
刑制
駅に
近い
工
業
団地に
は
建
設
中のピ
ル
が

林立し 、
深
別
釈
も近
く大

規模な
総
合駅に
なる

との
こ
と
で
あっ
たが 、
し
か
し 、
よ
く観
察する

と 、
こ
うし
て一
見 、
工
来基
地ら
しい

様
子
を
呈

し
てい
るの
み
で
あっ
て 、
流辿
綬
構や
交通・
通

信な
ど
を
含む
イン
フ
ラス
ト
ラ
ク
チャ
ーは

皆無

に
等し
く 、
まし
て
や
香
港や
台
北の
現状とは
比

ぷべ
くもない 。
つ
ま
り
砂
鹿の
立つ
工
事現
場で

し
か
ない
の
で
あ
る ・
そこ
に
ピ
ル
だ
け
山崎
て
れ

ば 、
おの
ずと
産業
社会 、
少な
くと
も
容
浴の
よ
う

な
都市が
出
現する
と
で
も
考
えてい
る
ら
しい
中

国の
指導
者の
認
識に
は
畷
然
と
するば
か
り
であ

る 。
私の
香
港滞
在
中
も
深刺
市
長
以
下の
経
済
使

節
団が
来
香し 、
深
剃へ
の
投
資をし
き
りに
勧
誘

し
てい
たが 、
先
行き
不
安な
寄
港の
企
業
家・
投

資
家も
深
別へ
の
投
資に
は
こ
の
足を
踏
ん
で
い

る 。
中
外
合
資経
営
企
業
法をつ
くっ
た
中
凶
側が

合
弁企
業へ
⑤投
資を
大い
に
場
付し
てい
るに
も

か
か
わ
ら
ず 、
肝心の
容
港
資本が
さ
し
て
動
か

ず 、
わが
国
も目
立の
福臼
テ
レビ

ハ
舗州〉 、
大
塚

製
薬の
中
国
大
塚
製
業
（天
津〉
な
ど
五
件の
合弁

企
業に
止
まっ
てい
るの
は 、
中
国の
将
来へ
の
不

安
も
さるこ
と
なが
ら 、
わ
ぎ
わ
Mさ
そこへ
投
資す

るに
依する
夢に
乏しい
か
ら
だ
とい
え
よ
う 。
今

B
の
よ
うに
水
平
分
業が
進むア
ジ
ア
社
会に
お
い

て 、
中
国
大
陸だ
けが
投
資
先では
ない
こ
と
もい

う
ま
で
も
ない ．

こ
ん
なこ
と
を
思い
つ
つ
深
測の
目
抜き
返り
で

雨
宿り
し
てい
た
ら 、
どこ
か
ら
と
もな
く
「

渇の

町エ
レ
ジ
ー」

の
メロ
ディ
ーが

流れて
きた 。
町

行
く
若
者と
くに
女
性の
股
裂は 、
一
見 、
容
浴と

見まが
うほ
ど
で
あ
る 。
農
家の
土
問に
は 、
カ
ラ

ーテ
レビ
だ
けが
周
囲に
不
釣
合い
に
置い
て
あっ

て 、
寄
港T
V
の
画
像を
映し
てい
た 。
こ
れ
では 、

深
別とい
う
典
型が
香
港の
将
来
を
決め
る
どこ
ろ

か 、
深
剃の

，
香
港化’
の
方が
急ピッ
チで
進
ん

で
ゆ
くだ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
無
視し 、
深
制
を
典
型に
し

て
香
港の
将
来
構
想が
語ら
れ 、
香
港の
主
権が
回

収
さ
れるの
だ
とし
た
ら 、
香
港の
将
来は
た
まっ

た
もの
では
ない 。
今日
の
深
測を
成功と
見
倣
す

穂
度の
必
鴨川で
寄港の
繁
栄と
現状
維持が
将
来
も

確
保
される
と
中
悶
側が
湾
えてい
るの
だ
とし
た

ら 、

寄港の
将
来に
は
大き
な
不
安が
残る ・

深
川制か
ら
再
び
香
港
へ
戻っ
た
私は 、
翌日 、
住

み
馴
れた
吾
港の
町並を
半日
か
けて
足を
様に
し

て
歩い
てみ
た ・
香
港
上
海
銀
行の
あの
堂々
た
る

ピ
ル
も 、
香
港
似
策
部の
滋
酒な
建
物
も 、
由
緒あ

る
中
央
郵
便
局の
ピ
ル
も 、
それ
ら
植
民
地
時代の

建
物は
次々
に
消えて
て
し
まっ
てい
る ・
マ
カ
オ

行きの
フェ
リ
ーの

発着
所近
くは 、
い
かに
も
波

止
場
開問で 、
回
廊の
あ
るセ
メン
ト

造りの
建
物が

海
停に
商し 、
紙
問屋や
回
鉛
間
島 、
それに
売容
窟

など
もあっ
たの
だが 、
い
ま
や
それ
らは
すべ
て

過
去の
残影に
なっ
てい
る 。
かつ
て 、
一
年半 、

外
務
省特
別研
究
員とし
て
容
港総
領
事館に
出
向

い
てい
た
と
きに
通っ
た
容
港の
代表
的
なピル 、

国
際
大症
を一
目
見よ
うと
近
くま
で
やっ
て
きた

と
き 、
私は
mw
然
とし
た 。
階
下にマ
キシム
の
し

ゃ
れた
ティ
ール
ーム
が
め
り 、
土
産
物
屋も
限わ

っ
てい
たこ
の
高
層ビ
ル
全
体が
まっ
た
くの

廃域

と
化し 、
人
影
も
失せ
て
荒れ
放
題に
なっ
てい
る

では
ない
か ・
持ち
主がこ
のピ
ル
を
建て
管
える

ら
しい
とのこ
とだっ
たが 、
こ
の
よ
う
な
無
残で

荒夢た
る
姿は 、
た
と
え
建て
管
え
中とい
え
ど
も

東京や
台
北では
見ら
れ
ない ・
私は一
一瞬 、
もし

か
す
る
と
寄
港の
将
来が 、
こ
のピ
ル
の
よ
うに
な

る
か
もし
れ
ない 、
見せ
か
けだ
けの
繁栄が一
瞬

にし
て
，

myの
跡’
に
な
る
か
もし
れ
ない
と
思っ

て
僚然とし
たの
だ
が 、
た
ぶん
それは
私の
思い

過し
なの
で
あ
ろ
う ・

符港が
その
よ
う
な
廃
櫨と
化
すこ
と
を
避
ける

た
めに
も 、
弘た
ちは
事
態を
冷静に
見
守っ
て
ゆ

か
ねば
な
ら
ない ．

195 



事

田
中
角
栄
が
あ
っ
さ
り
辞
め
た
ら
困
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。

判
決
後
の
政
局
は
ど
う
な
る
？

そ
し
て
解
散
は
？

イ表i
（孝；
2 太た
き郎；

譲渡：
事i.fT ' I『 な
耐 χ-L�

5恒；
訪佐

剤i内：
票田だ
塁健：
喜三；

俵

m
－

U
判
決
が
目
前
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
が
、

判
決
と
い

う
の

は
と
も
か
く
出
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
ね。

新
聞
は
「
有
罪、

実
刑
懲
役
五
年、

追
徴
金
五
億
円
L

が
既
定
事
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に

書
い
て
い

ま
す
が
、

論
辺
的
に
は
執
行
猶
予
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
う
る

し
、

極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
無
罪
と
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ん
な
判

決
が
出
よ
う
と
、

当
然
政
局
に
は
も
の
す
ご
い

影
響
を
与
え
る
わ
け
で

す
が
、

判
決
の
内
容
に
よ
っ

て
露
響
の
出
方
は
違
っ

て
く
る
だ
ろ
う。

ま
た
、

判
決
を
受
け
た
回
中
角
栄
被
告
の
対
応
の
仕
方
も
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
る。

そ
の
あ
た
り
を
ひ
と
つ
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
し
て
み
よ
う
と
い

う
わ
け
で
す
が
、
一

番
シ
g
y
キ
ン
グ
な
ケ
l
ス
か
ら
い
き
ま
し
ょ

う

－ 
． 

、
。
au

 

渡
辺

マ
ス
コ
ミ
の
あ
い
だ
で
は
、

論
告
通
り
の
お
非
判
決
と
い

う
。

予
想
が
圧
倒
的
に
強
い
わ
け
で
す
か
ら
、
一

審
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
と
い

う

の
は
無
罪
と
出
た
と
き
で
し
ょ

う
な。

そ
う
な
っ
た
ら
検
祭
は
崩
壊
し

て
し
ま
う。

俵

無
罪
判
決
を
受
け
て
、

田
中
角
栄
氏
が
百
何
十
人
の
軍
団
の
カ

を
パ
ッ
ク
に
、
一

審
判
決
が
航
定
さ
れ
る
よ
う
指
得
権
発
動
し
ろ
と
中

竹桜
総
砲
に
要
求
し
、
中
首
相似
さ
ん
が
そ
れ
を
の
み
、
角
さ
ん
が
正
面
切

っ

て
政
界
復
帰
を
宣
言
し
た
ら
、

も
う
日
本
の
政
界
は
最
大
の
危
機
で

す
ね。
ハ
笑〉

裁
判
の
ウ
ラ
ミ
を
選
挙
で
は
ら
せ
と
い

う
こ
と
で
、

次
の
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